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株式会社ワイティーケー（YTK）

日本のモノづくり企業をサポートする海外製品＆部品調達会社
――独自の台湾・中国大陸ネットワークを活用し安心を提供

所 在 地：大阪府大阪市浪速区難波中2-10-70 なんばパークスタワー19F
設 立：2016（平成28）年6月
代 表 者：山川 元芳
資 本 金：800万円
従 業 員 数：10名（2022年7月時点）
事 業 内 容：海外企業の国内進出及び国内企業の海外進出に関するコンサルティングほか
U R L：http://www.ytk-group.co.jp/

100 社以上の現地パートナー企業を背景にした多様なニーズ対応力
コンサルから販路開拓、商流・人材の確保に至る広範なサービス提供力

台湾企業をサポートし、東京機械要素展に出展

商談会にて日本のお客様に台湾製品を紹介

日台機械・部品関連企業商談会 定期的に日本国内の商社で勉強
会を実施

定期的に海外の協力工場を監査

半導体をはじめとする電子部品
に加え、素材や原料等の品不足が
深刻化している。新型コロナウィ
ルスに伴うサプライチェーンの寸
断や、ITC関連機器の需要急増、
ロシアのウクライナ侵攻など品不
足の要因は様々だが、いま多くの
モノづくり企業が、いかに部品や
素材を安定的に調達するかに頭を

悩ませている。そんななか台湾、
中国を中心とするパートナー企業
のネットワークを生かし、日本企
業に新たな海外調達ルートを提供
している企業が、株式会社ワイ
ティーケー（YTK）である。

台湾のモーターメーカーの日本
法人設立に携わり、約5年間で日
本市場を開拓した山川元芳氏が、

「特定企業の製品だけ売っていて
は、日本企業の多様なニーズに対
応できない」と考え、2016年に
YTKを設立した。当初は、アジ
ア企業の日本進出をサポートする
コンサルティング事業からスター
トしたが、モーターを中心とする
多様な海外製品を日本企業に紹介
する橋渡し業務に奔走してきた。

山川社長は「台湾だけでも日本
で事業を構築したいという企業は
数多くある。日本での代理店探し
から、商流や人材の確保、展示会
出展を通じた販売促進とアフター
に至るまで、販路開拓に向けた広
範囲なサポートを展開している」
と説明。いまなおコンサルの売上
比率が過半を占めるが、YTKを
通じて対日取引を行う海外企業は
約100社。パートナー企業も台
湾、中国大陸を中心に約50社を
数え、取り扱い製品はモーターを
軸に、ギヤや減速機、ファンモー
ターやブロワー、シリンダー、ア
クチュエータ、バルブのほか、無
人搬送機関連機器や流体関係の計
測器など多彩だ。「当社がパート
ナー企業の日本事務所になってい
る ケ ー ス が あ る た め、OEMや
ODMなどのニーズも得意にして
いる」（山川社長）と説明する。

海外調達先を徹底調査し 
日本企業の不安とリスクを
払拭

成長の背景にあるのが、徹底し
た安心と信頼の構築。「中国・ア
ジアの製品を使ってみたいが、モ
ノは安定的に供給してくれるの
か」といった日本企業の懸念は少

なくない。海外製品に対する日本
企業の不安やリスクを取り除き、
安心できる確かな企業だけをパー
トナーにしていることが、YTK
最大の強みだ。山川社長は「製造
設備などのハード面、品質コスト
の管理体制といった工場監査とと
もに、必ずトップと面談する。単
に日本での採用実績が欲しいだけ
なのか、それとも本当に日本で永
続的な事業基盤を作りたいのかを
確かめる」と解説。2020年5月
に 中 国 現 地 法 人 の「 中 国 寧 波
YTK」（浙江省）、翌21年8月に
は「中国深圳YTK」（広東省）を
相次ぎ設立させており、中国での
有力パートナーの発掘を積極化し
ていく一方で、「2拠点を通じた
現地調査を進める。日本企業に
ウェブで工場を見てもらうことも

可能になる」と、さらなる信頼の
醸成に期待をにじませる。

日本企業の海外販路拡大 
にも挑戦

こうした安心と信頼の取組み
は、同社の事業領域を一段と広げ
つつある。例えば、最近日本企業
から受注したという撹拌機モー
ター。最初は台湾製モーター単体
の話だったが、YTKの提案によ
り制御系を巻き込んだ受注に発展
し、やがて板金や梱包まで含めた
トータルな受注にまで拡大した。
最近は円安で海外製品の価格競争
力が低下しているが、「中堅・中
小企業を中心に日本の海外調達
ニーズはかなりある」（山川社長）
と見ており、日本企業の部品調達
の幅を広げ、安定化に貢献してい

く方針だ。
コンサル事業の一環として、ベ

トナム視察団なども企画し、今後
は台湾、中国大陸以外のアジア地
域での企業の発掘も検討していく
が、「逆に日本の中小企業の優秀
な製品をもっと海外に広めたい。
日本企業の海外販路拡大が当社の
最終ゴール」（山川社長）と表
明。日本とアジアのモノづくり企
業を橋渡しする同社の取り組み
は、近く第2幕を迎えることにな
りそうだ。

会社DATA

国籍に関係なく顧客にとっての「役に立つ会社」を目指す
代表取締役
山川 元芳氏 会社設立以来、日本進出を目指すア

ジアのモノづくり企業に対し、代理店
契約交渉やヘッドハンティング、さら
にはアフターメンテまでのフルサービ
スで販路開拓をサポートしてきまし
た。今では台湾、中国大陸に多数の
パートナー企業から成る信頼のネット
ワークを築き、単品だけでなく複雑な
ニーズにも対応できる態勢を整えまし
た。これら信頼のできる多様なアジア

製品の供給は、日本企業の皆様にもメ
リットを感じてもらえるものであり、
まさにアジアと日本企業を橋渡しする
ことが当社の役割と確信しておりま
す。今後は、日本の優れた製品を広く
海外に普及させるお手伝いにも力を入
れ、国籍に関係なく顧客の皆様にとっ
ての「YTK＝役に立つ会社」を目指
してまいります。
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